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プロジェクトの背景・目的
自然界で繰り返される生命活動原理に倣い、機能性をもっ分子構築に関する基礎及び応用
研究を行なっている。本『21世紀型社会生活を支援するフォトニクス材料の開発研究』プロ
ジェクトでは、特に、酸や塩基、また、光や電子的学部刺激に対して規則的な応答をする分
子創出に取り組み基盤を置いて展開している。
天然自然界には存在しない未知分子を対象としているので、第一に、合成分子が意図する
ような構造に構築されているか、所期の物性を付与できたかを決定する必要があり、質量分
析装置（MassSpectrum）、赤外分光光度計（InfraredSpectrum）、核磁気共鳴装置（NMRSpectrum）、
紫外可視分光光度計（UV-VisSpectrum）、及びこれらのスベクトルデータと元素分析データを
総合して評価している。とりわけ、最近の著者らの研究対象の指向性から、 NMRSpectrumと
UV-Vis Spectrumによる解析は最重要データとなっている。合成分子について結晶性の良い単
結晶が育成できた場合には、 X線結晶解析（X-rayCrystal Analysis）を行ない、一層詳細かつ確
度の高い構造決定も行なっている。さらに、目的とする対象物性によっては、励起状態に関
する情報を得るためのケイ光測定（FluorescenceSpectrum）や、試料の熱安定性や反応性、ある
いは相転移に関する情報を得るための示差走査熱分析（DifferentialScanning Calorimetry）を行
なったり、分子のもつ電子授受能を評価するための電気化学的循環型酸化還元電位測定
(Cyclic Voltammetry）なども行なって、分子構造と物性との相関関係を明らかにしている。
{VBL利用施設｝
質量分析装置： JMS-700,
核磁気共鳴装置： F下NMR(600 MHz) 
赤外分光光度計： FTIR-6100（日本分光）
紫外可視近赤外分光光度計： UbestV-570DS （日本分光）
などの分子構造決定のための機器設備を利用して推進している。
本プロジェクトにおける合成分子を類別すると、以下のようである。
1）チオフェンを主成分とする誘導体
2）ホ。ルフィリンを主成分とする誘導体
力フェノールを主成分とする誘導体
4）その他、 1）～3）を融合した誘導体
何れも、チオフェン環、ホ。ルフィリン環、フェノール環などの単分子と、それらの重合高
分子であるポリマーとの中間的なサイズであるナノスケールサイズのオリゴ、マー誘導体を研
究対象としている。
プロジェクト成果
尚，これらの成果の一部は，研究推進の障害にならない範囲で関連する機関での発表を行
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なった。主な，成果は以下の通りである。
1. 地域共同センターの様々な活動に積極的に加わるとともにリエゾンフェスティバル産学
官交流シンポジウム、講演会などの機会を通して、本プロジェクト研究の公開やアイデ
アの提供活動を行った。
2. 関連する合成中間体については，基本物性を国内及び国外の学会において発表するとと
もに，国際的に評価の高い学術雑誌に論文発表を行なった。
3. 日華化学（株）と立山科学工業（株）との共同研究を積極的に進めるとともに，北陸産
業活性化センター（HIAC）からの研究助成を継続して受けている。
研究助成や新規導入機器により得られた関連研究成果の内，純粋に学術的な成果のみを厳
選して，以下の論文や解説などへの寄稿，また，学会発表を行なった。
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examined, proving that the diacetylene linkage induces splitting of Soret band of OEP into two 
main bands with clear maxima at 429 and 481 nm and more bathochromic shi白ofQ band to 
afford in the longer wavelength region at 670 nm in chloroform, in contrast with that of the 
corresponding vinylene-group connected OEP trimer. It was shown that the spectrum of the 
present diacetylene-group connected OEP derivative drastically changed in pyridine, 
suggesting a coordination of pyridine molecule as the fifth ligand onto Ni(II) metal of the 
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aromatic compoundsラwasexamined for further oligomerization of OEP, proving that it takes 
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概要： Orientationalisomers of the octaethylporphyrin-dihexylbithiophene (OEP-DHBTh) 
derivatives connected with a diacetylene linkage were synthesized, with various 
electron-withdrawing substituents X attached at the ends. The effects of DHBTh orientation 
and X substituent on the properties of OEP-DHBTh-X (X = H, Br, CN, CHO, N02) were 
studied and compared with those of related OEP derivatives. 
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概要： Thedinucleic octaethylporphyrin (OEP) derivatives described as OEP-(p-Phen)n-OEP 
(n=l～4) were synthesized, in which each poゅhyrinring is spaced with p-phenylene group. 
Their electronic properties were studied, as compared with those of the corresponding 
dihexylbithiophene (DHBTh) derivatives with head-to-head (HH) and tail-to-tail (TT) 
orientations. It proves that OEP-(p-Phen)n-OEP possesses an in-between feature of 
OEP-(HH-DHBTh)n-OEP and OEP-(TT-DHBTh)n-OEP in electronic properties. 
2）特許
[1］特願 2006-329320、 [2］特願 2007”23834
3）学会発表
［国内学会］ 17件、 ［国際学会］ 2件
プロジェクト成果の応用・効果・構想
現代社会生活が光と電子の性質を駆使した製品によって支えられていることは疑う余地の
無いところであるが，非接触型機構による情報の書換え媒体色素，また，超小型化及び自在
な成形が期待できる有機薄膜半導体（FET）など，これらの開発が新しい社会生活を切り開く起
爆剤になることは言うまでもない。よって，多様な分野・業界に連動して，市場に与える影
響は計り知れない。
これらの成果の幾っかは、実用化を目指して、量産化や試作化という次段階に発展してお
り、一方で、、分子によっては特定物性の向上が必要であり、あるいは、材料としての安定化
を図ったり、三次元構造をより精査する必要な分子があることも判った。今後の展開に有用
かつ重要な多くの情報や知見が得られた。
付記
尚、本研究成果の一部は、立山科学工業（株）及び日華化学（株）との共同研究により実
施されたものであり、また 文科省科学研究費補助金、北陸経済活性化センター及び科学技
術振興機構 JST(Fめからの研究費補助金等の支援により実施されたものである。
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